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緑の郷ホームページでも行事の様子をご紹介しています 

 緑の郷ホームページ ⇒MENU  思い出のページ 

今年も大ホールにお雛様を飾りました。 

ご入居者の皆様にお雛飾りを楽しんでいただきました。 

笑顔で楽しめる１年になります様に…。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3丁目 桐山 澤 様 100歳お祝い会 

R8 年 3月 14日（土）、3丁目でご生活さ

れている桐山澤様の 100 歳のお祝い会を

開催しました。ご家族の皆様にもご参加い

ただき、温かい雰囲気の中で 100 歳とい

う大きな節目をお祝いすることができまし

た。 

これからも穏やかな毎日を過ごしていただ

けるよう、職員一同支援してまいります。

ご家族の皆様もご参加いただきありがとう

ございました。 

 

 

面会制限解除のお知らせ 

R8年 4月 1日より、面会制限が解除となり、人数や年齢制限に関わらず、フロアでのご面会が可能 

 となります。これまでご協力感謝いたします。 

なお、感染症の発生状況や施設内の状況によっては、制限解除の延期や再度の制限をお願いする場合が 

ございます。あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。 

 【面会にあたってのお願い】 

 ・発熱や体調不良のある場合には、面会をお控えください。 

 ・本件について、他のご親族や知人の方々へも周知いただけますと幸いです。 

    

面会状況につきましては、施設ホームページにも記載しておりますので、あわせてご確認ください。 

 

【特養】温冷配膳車導入のお知らせ 

現在食事の運搬に使用している配膳車は、保温、冷

却機能がない機械でしたが、R8年 3月 25日よ

り、温冷配膳車を導入します。これにより、日々のお

食事を適温でご入居者にお届けする事が可能とな

ります。 

これからも、皆様に安全で美味しいお食事を提供で

きるよう努めてまいります。 

 

すすき野防災フェア 

すすき野防災フェア 2026に、今年も参加させて
いただきました。自治会、区・警察・消防・福祉が
一堂に会し、地域の防災について改めて考える一日
となりました。緑の郷はハンドマッサージと介護相
談で出店し、多くの方にご参加いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★利用者さまとご家族には、今後もご利用前（お迎え時）の検温・マスク着用のお願い
と一部活動の自粛について、ひき続きご協力とご理解をいただいております。 

２０２６年度 スタート 
４月です。新しいことを始めるにはいい季節です。ぜひ、新規利用者を募集している

デイサービスの１日を紹介していきたいと思います。 

朝の申し送り、 

出発前に確認です。 

送迎の様子 

到着後は、 

健康チェック、塗り絵、脳トレで過ごします。 

午前中のメインは、入浴と集団体操です。体操は約１時間。全身のストレッチと筋力アップのチューブ 

トレーニングなども行います。 

昼
食
の
後
は
・
・
・ 

約 30分のレクリエーション体操を行い、そ

の後は、個別活動日は、手作業やトランプ、

リハビリ。全体活動日は、レクリエーション

を行います。 

おやつを召し上がっていただき、帰りの支度が出来たらお送りいたします。 

8：30 

10：30 

12：15 
13：30 

15：30 

16：30 

最後は、丁寧にお送りします。 

1日型のデイサービスは、疲れるからと思われがちですが、無理のないタイムスケジュールで 
いろいろな楽しみを提供しています。満足度の高いサービスを目指しています!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイツの全寮制学校に勤務していた頃、男子寮の舎監も兼務していたので同僚と街で飲む以外

は朝昼晩の食事は生徒と一緒に学食を利用していた。キャンパス外の宿舎から通勤してくる教

員も昼食だけは生徒と一緒、セルフサービスなので下膳の際にシェフがいると皆「Schmeckt 

seht gut」（シュメクト ゼア グート＝とても美味しかった）と言うのが常であった。私は敢

えて日本語で「美味しかったよ」と言うとシェフも日本語を覚えてきて「オイシカタ？OK！」

とニコッとしてくれたものだ◆さる実業家の SNS 投稿が物議をかもしている。「飲食店での会

計の際、何故『ご馳走さま』『美味しかった』『ありがとう』というのか。コチラは対価を払

っているのだからコレは不要。店にご馳走してもらった訳じゃなし、店側が『ご利用いただき

ありがとうございます』と言えばいい」との趣旨。直接その投稿を読んだ訳ではなく某紙 web

記事から知ったのだが、例えば近所の方に「おはようございます」と挨拶する習慣を否定され

たようで一瞬背筋が寒くなった◆案の定＜炎上＞が始まり「アンタは心が貧しい」「金さえ払

えばいいというのか」等々非難囂々、敢えて＜炎上＞を期待しての釣りかと思ったが、その後

のご本人の動揺ぶりや批判者との応酬を窺うにつけ、口が滑ったのか SNS のネタに事欠いてよ

く考えずに書いてしまったものと解釈、私の中ではケリがついた。私自身も当コラムでの失言

も度々あることから、今では某実業家を気の毒にさえ思う◆会計時の一言は、ラーメン屋のオ

ヤジさんにカウンター越しに「うまかったよ！」と言うが如く、料理から厨房の熱意が感じ取

れたりスタッフとの距離が近いと自然と出てくるもので、回転寿司や冷食をチンしてロボット

が運んでくるようなファミレスではなかなか難しい。冒頭のドイツ校食堂でも夕食に小さな冷

凍ピザ 1枚だけがペラっと出てきた時は、流石に私も同僚も挨拶する言葉を失ったものだ。    

【理事長 田中 實】 

【 ナツミカン の コラム 】 

 
住所：〒225-0025 横浜市青葉区鉄町 2075-3 
電話：045-903-8500  FAX：045-903-8264 こんにちは。事務課係長の鈴木（すずき）顕（あきら）です。主

に経理や施設設備の整備・修繕の管理を担当しています。

日々、数字と向き合いながら業務に取り組んでいます。3 月

には令和7年度の決算を迎え、桜の季節とともに忙しくなり

ます。これからも皆さんが安心して過ごせるよう、施設を支え

ていきたいと思います。 

 

３５年を経過した緑の郷の修繕には、鈴木係長は不可欠で

す。いつも各セクションから呼ばれ、動き回っています。 

ホームページ 

 

          過去に連載した人物ファイルを第２弾として、再開します。 

まずは、ミャンマーから来たメイ―さんです。 

Q．日本での生活はいかがですか？ 

A．2023 年 7 月に来日し、もうすぐ 2 年になります。最初は言葉や生活の違いに不安 

もありましたが、職場の皆さんが優しく支えてくださり、少しずつ慣れてきました。 

Q．休日の過ごし方や楽しみは？ 

A．家族を思い出して寂しくなることもありますが、外出して新しい景色を楽しみ、 

気持ちをリフレッシュしています。 

Q．これからの目標を教えてください。 

A．日本での生活を大切にしながら、さまざまな経験を積んでいきたいです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

メイ―さん ４丁目 介護スタッフ  

                                          

ごちそうさま 

一緒に来日したチャンさ

んといつも笑顔で働いて

います。 

※向かって右がメイ―さん 


